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　　 葉緑体の 酸素発生複合体には 、高濃度 CaC12 処理 で 遊離する 3 個の爽 ilE性螢 白黶が

存在す る 。 そ の ：1っ 33KDa 螢 自質は、酸素発生2　 XELIに必須の 4 個 の Mn 原子の うち 2

個の 遊離 を抑え る働 きをして い る と考え られ て い る 。Spinachの 33kDa 蛋白質は 2 個

の Cys 残基を待ち 、
　 C　y　s − 28付近の

一
次構造（rl，　 Mn −−superoxide 　di＄mutase の Mn

原子配位部位付近 の
＝ ut構造 と比較的高い 相似 を示 す ［1 ］ 。 こ の こ とか ら、　 Cy ＄残基

お よび その 付近が Mn 原子 となん らか の相互作用 をして い る可 能性が 示唆 され る。本研究

は 、 33kDa 蛋白質の Cys 残基の 状態 と酸紫発生能お よび 酸素発生複合体へ の 結合性

を調べ 、Mn 原子 との 相互作期 を考 えるこ とが 目的で ある 。

　　　（実験 と結果）

　　 Spinachの 緑葉か ら桑原ちの 方法 ［2 ］で精製 した 33kD 鵞 蛋 臼質の 2 綴の Cys

残基の 状態 を調べ る と S − S 結舎 を形成 して い た。 しか し、こ の 結合は 蟹 臼質を酸素発生

複合 体 か らはずす とい う入 為的操作の過程で 形　　表 i

成 され た 、 とい う可能｛生も否定で きな い 。そ こ

で 、 33kD ・a 蛋白質の S −S 結合を還元 し、そ　　Type ° f　OEC ’

　　e 驚醤留。 n 　畫誌賠
れ を、 CaC 豆2処理 に 」：り3 個の表在性蛋白質を 1 ．Untreated 　OEC

はず した酸素発生複合体へ 再構成 させ 、酸素発　2 ．CaC ！、． treated 　OEC

性活性の 回復や結合性に っ い て S − Sf 。rm との 違 3 ．2÷ S −Sf 。 rm 　33kDa

い を調べ た 。 表 1 に示す通 り、− SHform の 334
．2 、

−sHf 。 rm 　33kDa
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kDa 蛋白質は、 S − S 痴 rm と比べ 、低い 活性の
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 OEC ；Oxygen 　E ▽ oluving 　Complex

回復 しか 示さず、再結合 もほ とん ど起こ らな か

っ た 。 次に、還元 した Cys 残基の 間で S −S 結合が 再生 し得 るか を調べ た 。 図 1 に示す

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　通 り、 cys 残 基は cu 塾 触媒下で
　　 図 1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　すみや か に S − S 結合 を再生 した 。
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　 　 分 子内S − S 系詒 の 存細 泌 須で あ

り、特殊な構造 保簿に 寄与 し て い る もの と 考 え られ る。 こ の こ とほ 、遠紫外部の CD ス ペ

ク トル か らも支持 され る 。 MI1 源 子 との 相互1乍用 に 関 して は 、　 Cys 残基が 直9kM　n に 酉己

位 して い る可能性 は低 い と考え られ る。
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